
IDS期限管理の設定と操作 
 
１．基本設定 
① 出願種別 
オプションの出願種別にて、IDS の提出期限を管理する出願種別（US,CN など）で IDS のチェック、
提出期限を発生させる期間を入力する。(正の数で日数、負の数で月数) 

 
 
② 関連種別 
オプションの関連出願にて、上記出願種別と関連付けがされたとき、何の種類の関連（優先(条約)など）
に対して期限を発生させるか、必要な関連種別に IDSチェックを入力する。 

 
   

③ 手続設定 
オプションの出願種別より IDS手続設定のフォームにて、何の手続（拒絶理由など）で IDS期限を発生
させ、何の手続で IDS期限を解除するか、それぞれ、必要な手続を呼び出し、チェックを入力する。 

 
 



 
２．出願台帳 
１－①で設定した出願種別の出願台帳では、１－②で設定した関連種別で他の台帳と関連付けがしてあると

き、台帳連結が行われている必要がある。 

 
３．実際の操作 
（例）US特許台帳に優先（条約）で JP特許が台帳連結されている場合。 
１．JP特許で拒絶理由通知の手続をすると、IDS期限フォームが開き、IDS提出期限を設定できる。 

 
２．US 特許ではその他のタブ内にある IDS 履歴ボタンにて、提出済、未提出のものそれぞれを確認する。
提出する場合は「提出物」、「提出日」を入力する。 
手続に関係なく期限を設定する場合や、自主的に提出する場合は手動期限にて行を追加し、入力する。 

 
３．他の期限と同じように管理するときは条件検索より IDS期限一覧を選択し、検索する。初期値では未提
出のものだけが検索されるようになっているので、期限解除の欄の IDS提出日をクリアすれば、既に提
出したものも含めて検索できる。 

 
 



提出物名、備考で検索する際は、KeyWordで IDS提出物や IDS備考を選択してから検索することもで
きる。 


